
楽しく健康に暮らすための情報＆アドバイスを紹介。

Health information 

5月健　康健　康　ひひ　ろろ　ばば
こころの相談室「ここケア」
■■時 3日を除く毎週火･水曜日9時～18
時30分
■■所 ･■■問 カウンセリングルームここケア
(西町一丁目■■TEL 0848-62-2500)
■■内 臨床心理士による相談
■■対 精神科に通院していない人と家族
(要申し込み)
■■￥ 3回まで無料

献血に協力を
■■時①13日(土)10時～12時、13時30分
～16時②28日(日)10時～12時、13時
30分～16時③6月4日(日)10時～12
時、13時30分～16時
■■所 ①フジグラン三原(円一町一丁目)
②ランドマーク三原(城町三丁目)③イオ
ン三原店(城町二丁目)
■■申 事前申し込みが必要です。詳しくは
日本赤十字社■■HPへ。
■■問保健福祉課(■■TEL 0848 -
67-6234)

こころの健康相談
【広島ひきこもり相談支援センター(東
部センター)による相談】
■■時 30日(火)13時30分～15時30分
■■所久井保健福祉センター
■■対 おおむね18歳以上
■■定 1人(要申し込み)
■■申 22日(月)までに久井保健福祉セ
ンター(■■TEL 0847-32-8551)へ
【臨床心理士による相談】
■■時 ①15日(月)13時30分～15時30
分②25日(木)10時～12時③6月12
日(月)13時30分～15時30分
■■所サン･シープラザ3階
■■対 児童･生徒などとその保護者
■■定 各1人(要申し込み)
■■申 ①8日(月)②17日(水)③6月2日(金)
までに保健福祉課(■■TEL 0848 -67 -
6053)へ
【精神科医師による相談】
■■時 6月8日(木)13時～14時
■■所サン･シープラザ4階
■■定 1人(要申し込み)
■■申 3 1 日 ( 水 ) ま で に保健福祉課
(■■TEL 0848-67-6053)へ

おうちで健康体操教室
■■時①5月26日(金)10時～11時②6月9
日(金)10時～11時
■■所①久井南コミュニティセンター②船木
コミュニティセンター
■■対 65歳以上の人
【講師】マリエフィットネスサポート　
松尾紀江さん
■■定 20人(要申し込み)　
■■申高齢者福祉課(■■TEL 0848-67-6055
■■FAX 0848-64-2130)

休日夜間急患診療所の
運営時間を変更します

【運営時間】平日　19時～22時
土曜日　17時30分～22時
日曜日、祝日　8時30分～22時
【診療科】内科･外科
■■所 ･■■問三原市医師会病院(■■TEL 0848-62-
3113)

フレイフレイルルを
予防しよう！

高齢者福祉課　■■TEL 0848-67-6055 　　　　　　
　　　　　　　■■FAX 0848-64-2130

毎日楽しく生活
できていますか？

テーマ

フレイルチェックを市■■HPに開設しています ➡

　フレイル(健康と要介護の間の状態)とは、加
齢や病気により身体が衰弱した状態のことだ
けではなく、心の健康が衰弱した状態も含まれ
ています。毎日の生活を明るい気持ちで過ごす
ことはフレイルの予防につながります。悩みが
あれば信頼できる人に相談する、友人に会う、
散歩などの適度な運動をする、趣味のサークル
に参加するなどストレスをためない生活を心
掛けましょう。

自分にあった気分転換をしましょう

➡市■■HP

認知症の症状を
簡単にチェック
できます。

認知症
チェック

　車椅子使用者が車から乗り降り
するとき、車椅子のスペースを確
保するため、ドアを全開にする必
要があります。そのため、車椅子
用の駐車スペースが無い場所で
は、車の近くに自転車などがある
と乗り降りができません。

車椅子使用者の声

　車椅子用の駐車スペースは、通
常の駐車スペースより広くなって
います。車椅子使用者が車椅子用
の駐車スペースを利用できるよ
う、空いていても利用は控えましょ
う。また、駐車スペースの近くに
物を置かないようにしましょう。

こんな配慮が必要です

 第２回 肢体不自由

障害者福祉課
■■TEL 0848-67-6060■■FAX 0848-64-2130

障害については市■■HPにも掲載しています ➡

障害 について
考えてみませんか考えてみませんか

日本赤十字社■■HP➡

腕や脚、体幹などに欠損や機能障害が生じ、
日常の動作や姿勢の維持が困難な状態…
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▲大和町で活動するドミン
ゲズさん(中央)と高坂町で
活動する馬屋原さん(右)

▲▲アドバイザー
の助言を受けなが
ら計画を策定

▶左／発表会当日の様子
　右／開発したバーガーは「おいしい！」と好評

▲当日は市内外から多くの人が駆け付け、春の夜空に打ち上がる花火
と夜桜を楽しみました ▲受賞を報告した防災ネットワークのみなさんと岡田市長

3月20日

　市内事業者の㈲三愛機工(上)と㈲高山ペットショップが、女性
活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定しました。アド
バイザーの助言を受けながら、性別に関わらず誰もが働きやす
い職場環境の整備や評価制度の見直し、育児･介護などの休暇制
度の確認などを実施しました。詳しくは市■■HP で公開しています。

商工振興課
(■■TEL 0848-67-6013)

市内2事業者が女性活躍行動計画を策定

3月29日

　地域おこし協力隊員に、フランス出
身 のD

ド ミ ン ゲ ズ

ominguez C
シ ャ ジ ム

hazimさ ん と 東 京
都武蔵野市から転入した馬屋原 紀子
さんが着任し、依頼状を交付しました。
任期は最長3年間で、それぞれ大和町
と高坂町で活動。特産物などの資源を
生かし、地域の魅力を発信し、移住･定
住･関係人口の創出に取り組みます。

地域企画課
(■■TEL 0848-67-6011)

新たな地域おこし協力隊員が2名着任

3月21日･22日

　市では市民や企業などとまちの魅力づくりを行う
シティプロモーションに取り組んでおり、その一つ
である三原高校の生徒との「耳にタコができるまち
三原」プロジェクトの成果発表会を行いました。企
画で開発したバーガーを道の駅で販売するなど、三
原の魅力をPRしました。

広報戦略課
(■■TEL 0848-67-6007)

高校生が三原の魅力を動画で発信！

ってみはら知 伝えたい。知ってほしい。三原の出来事を発信!!

4月1日

　新型コロナウイルス感染症の影響で中止となっていた「白竜
湖花火inだいわ」が4年ぶりに白竜湖スポーツ村公園で開催され
ました。売店の運営やシャトルバスの運行は中止したものの、
当日は約1,100発の花火が音楽とともに打ち上げられ、大和の
夜空を彩りました。

大和支所地域振興課
(■■TEL 0847-33-0222)

4年ぶり！「白竜湖花火inだいわ」を開催
➡ 市■■HP 

プロジェクト
動画➡

４月11日 職員課
(■■TEL 0848-67-6025)

　岡田市長は、市職員全員のワーク･ライ
フ･バランスの充実に向け、職場環境を整
え、自らも率先して仕事と私生活の充実
をめざす「イクボス宣言」を行いました。
【宣言の内容】①職員が安心して「子
育て」「介護」などに取り組めるよう、
休暇取得しやすい職場をめざす②働き

方改革を推進し、職員同士が支え合う組織風土を醸成③自らがワー
ク･ライフ･バランスの充実に率先して取り組み、イクボスを実践

市長がイクボスを宣言

3月24日

　市内の防災活動や啓発行事を企画･実践している「三原市防災
ネットワーク」が「防災まちづくり大賞」の日本防火･防災協会
長賞を受賞しました。15年にわたる防災･減災に関する活動や

「普段から顔の見える関係づくり」による災害時の支援などが評
価され、市役所で岡田市長に受賞を報告しました。

危機管理課
(■■TEL 0848-67-6165)

「防災まちづくり大賞」の日本防火･防災協会長賞を受賞
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